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Xtop light 

ソフトウェアのインストール後にお読みください。 

インストール方法については 「インストールガイド」をご参照ください 

 

 

 

 

ユーザーズガイド 
 

本マニュアルについて 

 

※ 本書では、「Xtop light」の操作についてご紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

○ 本ユーザーズガイドは Windows ７を使用して作成しています。 

○ 本ユーザーズガイドは、開発中のプログラムを使用して作成しているため、画面 

表示等が異なる場合があります。 

○ 本ユーザーズガイドの内容は予告なしに変更することがあります。 

※ Windows は米国 Microsoft 社の登録商標です。 
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・本ソフトウェアを利用するために PDF のフォームを作成するには、Adobe Acrobat が

必要です。 

 

・プログラムのアクティベーションを行なわないと、出力される PDF には「Sample」とい

う表示が付加されてしまいます。 

 実際にご利用いただく前にアクティベーションを行なってください。 

 

 

【本書のマーク】 

 

… このマークはご注意いただく内容です。 

 

… このマークは補足説明の内容です。 
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 「Xtop light」は、PDF で作成された綺麗な仕上がりの PDF ファイルに

CSVファイルで差込印刷のように新しいPDFファイルを作成するソフトウェ

アです。 各種証明書類、賞状、給与明細、交通費申請書など、現在手書

きでご利用されている各種書類を電子化することが可能です。 

以下にご利用例を示します。 

  

例：透かし入りの給与支給明細書     透かし入り原産地証明書 
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修了証明書（実際のサイズは A4）            交通費明細書 

 のように、さまざまな書類を電子化し、簡単な差込印刷形式で PDF ファ

イルに出力することができます。 

 

 

 

 

 本ソフトウェアを利用するために PDF のフォームを作成するには、

Adobe Acrobat が必要です。 
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 「Xtop light」をご利用いただくためには、最初にプログラムのアクティベ

ーションが必要になります。これは、Windowsの権限「アドミニストレータ権

限」を持つユーザにて、アクティベーションを行なってください。 

アクティベーションが行なわれた各アプリケーションは、以降通常ユーザ

で操作していただくことができます。 

準備いただくもの：「シリアルコードとパスワード」 

１）アドミニストレータで起動 

初回起動は通常起動と異なり、アクティベーションを行なう為、管理者権限で実行し

ます。 デスクトップ上の「Xtop light」アイコン上でマウスの右ボタンでメニューを表示

して、「管理者権限で実行する」を選択して起動します。 

 

「Xtop light」を管理者権限で実行 
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２）シリアルコードとパスワードを入力する 

 

・  用意されたシリアルコードとパスワードを入力してください。 

「登録」ボタンをクリックしてアクティベーションはこれで終了です。 

 

（以降、通常にご利用いただくことが出来ます。） 
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 Acrobat を利用して、差込用のフォームを作成してみましょう。 

ここでは Acrobat ９ での設定の方法を例で示します。 

（詳しくは Adobe Acrobat のマニュアルをご確認ください。） 

 

ステップ１） 

 利用したい書類をスキャナや使い慣れたツールを利用して、PDF ファイルをきれいに作

成します。 

 ここでは、簡単な給料明細を作成してみましょう。 

 

 

ステップ２） 

 作成した PDF ファイルを Adobe Acrobat で開きます。 

 

１）フォームメニューから、「フォームを追加または編集（A）」を選択します。 

（平成の年の入力フィールドを作成してみましょう） 
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「フォームを追加または編集」を選択（Acrobat 操作） 

 

 

 １つもフォームが設定されていない場合、「フォームフィールドの検

出」が動作し、フォームフィールドになりそうな箇所を自動的に検出

します。 

 

２）「新しいフィールドを追加」メニューで「テキストフィールド」を選択して、テキストフィー

ルドを追加します。 

 
テキストフィールドを追加する 

 

３）PDF 上にマウスカーソルを移動すると、追加されるフィールドが表示されますので、正

しい位置におきます。 

（ここでは平成の脇に置いてみましょう。） 
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（青表示はフィールド枠です） 

平成の右脇でマウスをクリックします。 

 

４）フィールド名称を入力するポップアップが表示されます。 

 

「すべてのプロパティを表示」をクリックして、ダイアログを表示します。 

 

         ダイアログを表示 

 

ア）一般タブ 

 名称は判り易く「年」と定義してみましょう 

 

イ） 表示方法 

フォントサイズを指定して、フォントを「MS ゴシック」を選択します。 
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ウ）オプションタブ 

 整列を数値なので「右揃え」に設定します。 

 

エ）フォーマットタブ 

 フォーマットを数値に設定して、少数以下を０桁、桁区切りはなしに設定します。 

（この設定により、このフィールドは半角数値しか受け付けません。） 

 

 

「年」の定義が完了。同様に文字フィールドなど他を全て設定します。 

 

 

 

ここで「年」と設定したフィールドに数値を差し込むには、CSV フ

ァイルで年というカラムに値を入れる必要があります。 

  ここで設定したフィールドの名称と、CSV ファイルのカラム名称

が合わないと、内容が出力されません。 
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ＣＳＶファイルは、普段使い慣れた「ＭＳ－ＥＸＣＥＬ」など使い易い表計算ソフトなどをご

利用ください。 

１行目には、タイトル行が必要です。 

 

ここで設定するタイトル行は、Ａｃｒｏｂａｔで設定したフィールドの名称と同じに設定しま

す。 

 

例えばフィールドに、「発行番号、氏名、生まれ年、生まれ月、生まれ日・・・」と設定され

ている場合、ＣＳＶファイルのタイトルは同じ文字列で設定します。 

 
              定義されたフォームフィールド 

 

ＣＳＶファイルのタイトルの設定 

 

 この形式でＣＳＶファイルを用意します。 
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・ＣＳＶファイルの特殊ルール 

 一般的なＣＳＶファイル（カンマ(,)によって区切られたファイル）は、表計算ソフトなどか

らのエクスポートで作成することができます。 

 

 文字列の中にカンマ(,)を入力したい場合、いくつかの方法があります。 

 

１）領域を””もしくは‘’で囲む 

 各データは 

１２３ , AAA , ZZZ 

などのように定義されますが、同様に 

“１２３” , “AAA” , “ZZZ” 

と２重引用符で囲っても同じ意味になります。 

データ内にカンマ(,)を入れる場合、この 2 重引用符（もしくは引用符(‘)）で囲むと、文

字列内にカンマ(,)を入れることができます。 

例： 

“１２３” , “A,AA” , “ZZZ” 

（データ個数は３個で、真ん中の文字は「A,AA」） 

 

２）エスケープ 

 やや特殊な方法ですが、カンマ(,)の前に半角の\を入れることでエスケープが可能で

す。 

 

１２３ , A\,AA , ZZZ 

（データ個数は３個で、真ん中の文字は「A,AA」） 

 

 

 

 

 

データを囲む”（２重引用符）は、‘（引用符）でも同じ役目をします

が、２個で１対として扱われます。 
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起動方法には、イレトク？のデスクトップアイコンをダブルクリックする方法と、スタート

メニューから選択する方法があります。 

 

デスクトップアイコンから起動する 

 

 

デスクトップアイコンをダブルクリックします。 

→ 「Xtop light」が起動します。 

 

スタートメニューから起動する 

 

スタートメニューから、[すべてのプログラム]→ [Xtop 

light]→[Xtop light]を選択します。 

 

→ 「Xtop light」が起動します。 
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各準備が整ったら、「Xtop light」を利用します。 

・「Xtop light」の利用の手順は以下のようになります。 

 

～ 処理流れ ～ 

 

① テンプレートを準備する 

 （PDF を用意後、Adobe Acrobat での設定が必要になります） 

 

② CSV のデータを用意する。 

 

③ 「Xtop light」で差込ＰＤＦを作成する。 

 

④ 出力されたＰＤＦを実際に印刷する（など） 

 

 

上記の処理流れを、出力単位毎に繰り返します。 
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● メイン画面 ● 

 

メイン画面 

 

「Xtop light」が起動されると、メイン画面が表示されます。 

・メニュー 

 プログラムの終了、ヘルプなどの各処理を起動します。 

・テンプレートＰＤＦ指定 

マウスでクリックするとファイルダイアログが表示されます。 

テンプレートＰＤＦを指定してください。 

・差込ＣＳＶファイル指定 

マウスでクリックするとファイルダイアログが表示されます。 

差込データのＣＳＶがファイルを指定してください。 

・ＰＤＦ保存（実行ボタン） 

 差込処理を実行します。ファイルダイアログが表示されますので、保存ファイルを指定

してください。 

・終了 

 このプログラムを終了します。 

 



16 

 

 「ＰＤＦ保存」ボタンをクリックして差込処理を実行します。 

ファイル名を指定して保存先を指定すると処理が始まります。  

 
差込ＰＤＦ作成中 

 

 
処理終了 

 

ＰＤＦ保存（差込処理）を実行すると、テンプレートファイルのフォルダ

や差込ＣＳＶファイルのフォルダは記憶され、次回起動時にはその状

態から始まります。日次処理など繰り返しデータを指定する際には、

便利にご利用いただけます。 
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大量なドキュメントの差込処理を行ないたい場合、コマンドラインから実

行することができますので、バッチファイルなどを記述して処理を実行する

ことができます。 

使い方コマンド行： 

Xtoplight.exe template.pdf inser.csv output.pdf <CR> 

template.pdf  … テンプレート PDF ファイル名 

inser.csv   … 差込 CSV ファイル名 

output.pdf  … 出力 PDF ファイル名 

です。  

処理中のプログレスなどは表示されません。 

何かエラーがあった場合、標準出力に表示されます。 

 

引数でご利用される場合、出力ファイルが既に存在してい

ても、全て上書き処理になります。ご注意ください。 

 

 

使い方はインストールされた Xtoplight を/h で起動すると

表示されます。 
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 主なエラーメッセージとその対処方法を以下に記述します。 

 

・テンプレートファイルがありません／差込ファイルがありません 

 ファイル指定後にファイルが削除されたり、移動されたりして存在しない状態になってしまっている状態

です。ファイルをご確認の上、再度指定してください。 

・差込ファイル読込エラー 

 差込ファイルを読み込もうとした際に読込に失敗した状態です。 

ＣＳＶテキストファイルとして開くことができるかどうか確認してください。 

・差込ファイルのタイトル行でエラーが発生しました 

 差込データのタイトル行の情報がうまく取り込めない状態です。 

ＣＳＶファイルのルールが正しいかどうか確認してください。 

・データが読み込めませんでした 

 処理対象となるデータ行が読み込めなかった状態です。ＣＳＶデータが正しいかどうか確認してくださ

い。 

・処理を行なうファイルを指定してください 

 ＰＤＦ保存ボタンをクリックした際に、テンプレートＰＤＦファイルや差込ＣＳＶファイルが指定されていない

際に表示されます。処理を行なう前に、テンプレートＰＤＦファイルや差込ＣＳＶファイルを指定してくださ

い。 
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Q１ データが表示されない箇所があります。 

↓ 

A さまざまな理由がありますが、多くの場合、タイトル行とテンプレートＰＤＦのフォーム

名称が一致していない場合発生します。 

データのタイトル行とＰＤＦのフォーム定義名称を再度確認してみてください。 

他、フォントの種類や、エリアのサイズなどをご確認ください。 

 

Q2 マニュアルをパソコン上で見たい。 

↓ 

A 画面の「ヘルプ」メニュー → 「ユーザーズガイド」を選択（もしくは F1 キーを押し下

げ）します。 

→ イレトク？のマニュアル PDF ファイルが表示されます。 

（別途 Acrobat Reader が必要です。） 

 

Q3 複数ページのテンプレートには対応していないのですか？ 

↓ 

A このバージョンはライト版の為、１ページにしか対応していません。 

標準のＸｔｏｐでは、複数ページ、画像やバーコードなどさまざまな処理に対応しておりま

すので、お問合せください。 

 

Q4 システムに関するお問い合わせ先は？ 

 
メールにてお問い合わせの場合 

info＠simplesystems.co.jp 
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